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研究成果の概要（和文）：本研究では、気候変動への適応における文化的想像力と科学技術の相互作用を主にチ
ャオプラヤデルタにおける洪水対策をめぐる実験とそれを取り巻く国際的なネットワークに焦点を当てて明らか
にした。チャオプラヤデルタでは、伝統的な建築、都市計画、ライフスタイルの持つ洪水適応性に高い関心が寄
せられ、これらの文化的伝統を最新のテクノロジーと融合させることへの関心が高まっている。ここでは、建築
家、人文社会科学者、都市計画者、水文・気候科学者といった多様なアクターの間での知識の相互翻訳が重要な
役割を担っている。歴史的に蓄積された洪水経験に基づくこうした実験は、国際的なネットワークの中で急速に
注目を集めている。

研究成果の概要（英文）：The project aims to elucidate intersection between cultural imagination and 
science and technology in the context of climate change. It particularly focuses on the network of 
practices around the Chao Phraya Delta in Thailand, which has been seen as one of the most 
vulnerable deltas. One of the salient features of such adaptation efforts is revitalizing and 
leveraging traditional forms of architecture, town panning and lifestyle, which exhibit high 
adaptability to flooding. In various forms of adaptation planning and experimentation, diverse 
experts from hydrologists and climatologists to engineers and architects to social scientists 
exchange their knowledge and ideas to materialize flood resilience of traditional infrastructures 
not only by the means of cutting edge computer simulation and  modern planning and but also 
developing cultural imagination about possible forms of flood resilient lifestyle. 

研究分野： 人類学／科学技術論
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１．研究開始当初の背景 
気候変動の影響が現実に現れつつある中、 

世界各地で気候変動への適応(adaptation) 
に関する計画、施策が行われている。その際 
に特に焦点が当てられるのは、激しさを増す 
降雨や台風等がもたらす水害、とくに洪水へ 
の適応である。  
適応の概念は、水害をコントロールできる 

という近代的な前提を半ば放棄するもので 
ある。ここでは、気候変動によって変化する 
水循環に対して、社会の側が自らを変化させ 
ることで柔軟に対応することが求められて 
いる。そのため、そこでは、科学技術と社会 
科学的知識、文化的な想像力の間の興味深い 
相互作用が見られる。  
 
２．研究の目的 
本研究では、気候変動に最も脆弱的なデル

タの一つとも言われるチャオプラヤデルタ 
に焦点を当てて、気候変動の適応において社 
会的・文化的な想像力が果たす役割を明らか 
にすることを目的としている。  
気候変動による海岸侵食と洪水リスクが 

高まる中、チャオプラヤデルタでは、洪水適 
応的な伝統的建築、都市計画、ライフスタイ 
ルに注目した様々な実験や計画が行われて 
いる。本プロジェクトはこれらの試みにおけ 
る科学技術と文化的想像力(とくに伝統的な 
人工物とライフスタイルに関する想像力)の 
関係を明らかにするものである。  
 
３．研究の方法 
本研究は、人類学的な方法を用いて、フィ

ールドワーク、インタビュー、資料の分析を
通して、科学技術と文化的想像力の相互作用
を明らかにした。 
とくにここでは、チャオプラヤデルタにお 

ける計画と実験の実践に注目するだけでな 
く、それを取り巻く国際的なネットワークに 
も注目することで、国際的な科学技術の展開 
とチャオプラヤデルタにおける諸実践の関 
係に焦点を当てた。  
 
４．研究成果 
本プロジェクトの結果明らかになった第 

一の特徴は、気候変動適応をめぐるネットワ 
ークの異種混淆性と国際的な性格である。中 
部タイの伝統的な建築、都市計画、ライフス 
タイルに注目する文化的想像力は、伝統的な 
村落が残る川沿いの地域を洪水の際には遊 
水地化する計画、最先端のテクノロジーによ 
って洪水の際に水面に浮上する水陸両用建 
築(amphibious architecture)や、海岸侵 食
が進むバンコク以南の地域に高床式の病 院
などの公共施設を建設する計画など、多様 
な形態をとっている。  
  これらの計画は一面で、伝統的な建築やラ 
イフスタイルという、ある種の文化ナショナ 
リズム的なテーマと密接に関わっている。そ 
の一方で、これらの試みは常に国際的な枠組 

みの中で進められている。遊水地化プロジェ 
クトは、タイの水文学者やエンジニア、王立 
灌漑局などともに、JICA による継続的な洪
水 対策支援プロジェクトの中で発展してき
た。  
さらに、タイの景観プランナーや建築家が 

提唱する洪水適応的な都市計画と建築は、伝 
統にインスパイアされながらも、アメリカ、 
オランダ、日本の建築家、都市計画家との国 
際的なコラボレーションの中で発展してき 
た。  
ここでは、伝統的な建築と都市計画の様式 

は、タイという地域の過去よりも、気候変動 
が進み、一様に洪水リスクが高まる世界の未 
来と密接に結びつけられている。こうした中、 
歴史的に洪水が頻発し、それへの適応能力を 
育んできたタイは、いわば気候変動の未来を 
探るテストサイトと見なされるようになっ 
てきているのである。  
こうした国際的なコンテクストに注目し 

ながら、本研究では気候変動に関する気候 
学・水文学的知識から、伝統的な洪水適応的 
なライフスタイルについての人文社会科学 
的な知識、現在の農村部の生活についての人 
類学的知識、建築及び都市計画上の方法やテ 
クノロジーに至る、多様な知識の形態が互い 
にどのように結びつけられるのかを分析し 
た。ここでは特に、異なる知識の形態が別の 
形態へと移し変えられる翻訳の家庭に焦点 
を当てて、異種混淆的な知識の交流から多様 
な実験が生み出される過程を明らかにした。  
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